
準備しておけば
安心だよね！

我が家の耐震性は大丈夫？

キャスターがついている
家具が移動しないか？

電子レンジが落ちないか？

ブロック塀が倒れないか？

靴箱が倒れて玄関の扉が
開かなくならないか？

本棚が倒れたり、本が
飛び出したりしないか？

テレビが倒れ
ないか？

この部屋には家具や落下
するものが無いので安全

タンスが寝ているとこ
ろに倒れないか？

食器棚の扉が開き、
床が割れた食器で危
険にならないか？

冷蔵庫が倒れ、食べ
物が散乱しないか？

家族でDIGしよう 住まいの危険度をチェックしよう

震災が起きる前に確認しよう
我が家の危険なところは？

震災で死亡・ケガをした原因の多くは、家具の転倒、落下物、ガラスの破損などによる
ものでした。
地震の後、電気・ガス・水道が止まってしまった状況で、安全に自宅で避難生活をしてい
くにはどうしたらいいのか、どのような準備をしておけばいいのか、ぜひ『家庭内DIG』
を使って家族で話し合いをしてみましょう。

『DIG』とは、大きな地図を囲みながら、参加者全員で災害時の対応策などを考える訓
練のことで、Disaster Imagination Game の頭文字を取って『DIG（ディグ）』と名付
けられました。
内閣府「防災情報のページ」でも確認できます。

❼ ❽

下の枠内に自宅の“平面図”を描いてみよ
う。

左のページを参考に、自宅の危険な場所
をチェックしてみよう。

電気のブレーカー、ガスの元栓やマイコン
メーターの場所を確認しよう。

地震発生後の家の中は、倒れた家具や割れたガ
ラスなどが散乱し、屋外に出るのが難しくなり
ます。

普段過ごす部屋から屋外への“避難経路”
を考えてみよう。

▶どの部屋で生活するか？
▶食料、飲料水はどうするか？
▶トイレの問題は？
▶寒さ対策は？

地震発生後も我が家で生活するため、次
のことを考えておこう。
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5『DIG』って何？

我が家の危険度を「家庭内DIG」を使って確認しましょう。

震災発生後、避難する場合は必ずブレーカー
を落とし、ガスの元栓も忘れずに閉めましょ
う。過去の震災では、停電回復後の通電火災が
多数発生しています。


